
平成２８年度

第５回大分県教育委員会 議事録

日 時 平成２８年６月７日（火）

開会１３時３５分 閉会１４時０２分

場 所 教育委員室
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平成２８年度

第５回大分県教育委員会

【議 事】

（１）議 案

第１号議案 教職員の懲戒処分について

（２）報 告

①平成２８年度各文化施設の年間行事について

（３）協 議

①平成２９年度海事職採用選考の実施について

（４）その他
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【内 容】

１ 出席者

教育長 工 藤 利 明

委 員 委員 林 浩 昭

委員 岩 崎 哲 朗

委員 松 田 順 子

委員 首 藤 照 美

委員 高 橋 幹 雄

欠席委員なし

事務局 教育次長 宮 迫 敏 郎

教育次長 岩 武 茂 代

教育次長 木 津 博 文

参事監兼教育財務課長 森 﨑 純 次

教育改革・企画課長 能 見 駿一郎

教育人事課長 藤 本 哲 弘

福利課長 中 村 均 子

義務教育課長 米 持 武 彦

生徒指導推進室長 樋 口 哲 司

特別支援教育課長 後 藤 みゆき

高校教育課長 姫 野 秀 樹

社会教育課長 曽根﨑 靖

人権・同和教育課長 甲 斐 順 治

文化課長 佐 藤 晃 洋

体育保健課安全対策・管理監 祖母井 一 郎

屋内スポーツ施設建設推進室長 山 上 啓 輔

教育改革・企画課主幹 伊 藤 功 二

教育改革・企画課主査 石 丸 一 輝

２ 傍聴人 １ 名
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開会・点呼

（工藤教育長）

それでは、委員の出席確認をいたします。

本日は、全委員が出席です。

ただいまから平成２８年度 第５回教育委員会会議を開きます。

署名委員指名

（工藤教育長）

本日の議事録の署名委員でございますが、首藤委員にお願いしたいと

思います。

会期の決定

（工藤教育長）

本日の教育委員会会議はお手元の次第のとおりです。

会議の終了は１４時１０分を予定しています。

よろしくお願いします。

議 事

（工藤教育長）

はじめに、会議は原則として公開することとなっておりますが、会議

を公開しないことについてお諮りします。

第１号議案及び協議①については、人事に関する案件ですので、地方

教育行政の組織及び運営に関する法律第１４条第７項ただし書の規定に

より、これを公開しないことについて委員の皆さんにお諮りいたします。

公開しないことに賛成の委員は挙手をお願いします。
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（採 決）

それでは、第１号議案及び協議①については、非公開といたします。

本日の議事進行は、はじめに公開による議事を行い、次に非公開によ

る議事を行います。

【報 告】

①平成２８年度各文化施設の年間行事について

（工藤教育長）

それでは、報告第１号「平成２８年度各文化施設の年間行事について」

佐藤文化課長から報告いたします。

（佐藤文化課長）

報告第１号「平成２８年度各文化施設の年間行事について」報告いた

します。まず、歴史博物館において現在開催中の企画展「ジオパークと

大地の鼓動」についてです。本県では、平成２５年に豊後大野市と姫島

村が日本ジオパークに認定されました。ジオパークは様々な大地の自然

活動を目の当たりにすることができ、自然に親しむことができる地域で

す。本企画展では、このような地球の営みに対する先人のかかわりやそ

の環境の中で生み出された歴史、文化をテーマに、豊後大野市や姫島村

のジオパーク、地震や噴火、温泉、鉱物資源の利用などについて紹介し

ます。

次に、歴史博物館で開催予定の開館３５周年記念特別展「生誕２００

年記念 賀来飛霞─おおいたから日本の近代を切り拓く─」について説

明いたします。賀来飛霞は、幕末日本の三大本草学者の一人とされてお

り、現在の豊後高田市出身で宇佐市安心院町で医業に従事していた本草

学者です。賀来飛霞が全国各地を巡り歩いて描いた写生図は、特に日本

近代植物学の成立に大きく貢献したとして高く評価され、その学識は蘭

学などを背景として大砲鋳造事業や河童の研究、あるいは絵画の世界に

まで及んでいます。この特別展では、写生図を中心とした賀来飛霞ゆか

りの資料を展示し、彼の本草学が人と自然の近代化にもたらした影響を

解説します。さらに、三浦梅園や広瀬淡窓などにも触れながら、大分県

の先哲が日本の近代化に果たした役割についても紹介いたします。なお、

布製バッグを特別展ＰＲ用に制作し、４月から博物館来館者でアンケー

トにお答えいただいた方にお配りしています。
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続きまして、先哲史料館の企画展について説明いたします。現在は「新

収蔵史料展」を開催中です。毎年数千点の史料の寄贈・寄託があります

が、昨年度受け入れたものの中から８３点を紹介しています。夏休みに

は、８月４日・５日のＮＩＥ全国大会大分大会開催に合わせて、ジャー

ナリストとしての側面をもつ大分の先哲４人を子どもたちにもわかりや

すく紹介します。８月後半からは、昨年度に引き続き、大分のキリシタ

ン文化を紹介する展示を企画しています。これはマレガ・プロジェクト

とも関連した企画です。１０月からは、ご寄贈いただいた高野山本覚院

文書を中心とした企画展「空海への思いと山の聖」を開催します。中世

における大友氏、近世における臼杵藩稲葉氏などと高野山とのつながり

や空海への信仰を紹介します。

多くの皆様がふるさとの歴史や先哲に興味・関心をもち、施設に足を

運んでいただけるよう、今後も広報等に努めてまいります。

以上でございます。

（工藤教育長）

ただ今説明のありました報告につきまして、ご質問・ご意見等のある

方はお願いします。

（林職務代理者）

賀来飛霞の説明で三浦梅園の名前が出ましたが、三浦梅園は賀来飛霞

に影響を与えたりしているのでしょうか。

（佐藤文化課長）

賀来飛霞は三浦梅園の孫弟子の帆足万里から教えを受けています。三

浦梅園の科学的なものの見方・考え方は帆足万里を通して賀来飛霞に伝

わっていると考えています。

（林職務代理者）

それがわかるような文書であるとか、賀来飛霞の著作の中にそれが出

てくるというようなことはあるのでしょうか。

（佐藤文化課長）

三浦梅園の名前は出てきませんが、賀来飛霞は帆足万里に医学を学ん

だりしています。帆足万里の考え方は三浦梅園の流れをくむものですの

で、そのつながりを紹介できればと考えています。

（松田委員）

歴史博物館を訪問した際、展示解説等、丁寧に対応してくれました。

多くの方に足を運んでいただきたいと思います。また、小学生等も来て
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いましたが、学校等にも声かけするといいのではないでしょうか。

（工藤教育長）

ぜひ足を運んでいただきたいと思います。

（工藤教育長）

それでは、先に非公開と決定しました議事を行いますが、その前に、

公開でその他、何かございませんか。

【その他】

①伊勢志摩サミットロゴマークについて

（松田委員）

伊勢志摩サミットのロゴマークをデザインした高校生には、何か表彰

をしたのでしょうか。

（能見教育改革・企画課長）

知事から県賞詞をいただきました。

（工藤教育長）

伊勢志摩サミットのロゴマークもすばらしいものですが、教育長計の

表紙も非常にすばらしいと思います。これもサミットのロゴマークと同

じく鶴崎工業高校の生徒がデザインしたものです。

（工藤教育長）

よろしいでしょうか。

では、先に非公開と決定しました議事を行いますので、関係課室長の

み在室とし、その他の課室長及び傍聴人は退出してください。

（関係課以外及び傍聴人退出）

【議 案】

第１号議案 教職員の懲戒処分について

（工藤教育長）
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それでは、第１号議案「教職員の懲戒処分について」提案しますので、

藤本教育人事課長から説明いたします。

（説 明）

（工藤教育長）

ただ今、説明のありました議案について審議を行います。ご質問・ご

意見等のある方はお願いします。

（質疑・意見等）

（工藤教育長）

それでは、第１号議案の承認についてお諮りいたします。第１号議案

について承認される委員は挙手をお願いします。

（採 決）

（工藤教育長）

第１号議案については、提案どおり承認します。

【協 議】

①平成２９年度海事職採用選考の実施について

（工藤教育長）

それでは、協議の①「平成２９年度海事職採用選考の実施について」

藤本教育人事課長から説明いたします。

（説 明）

（工藤教育長）

ご質問・ご意見のある方はお願いします。

（質疑・意見等）

（工藤教育長）

それでは、今回の協議の結果も踏まえながら、進めてまいりたいと思

います。
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（工藤教育長）

それでは、最後にその他、何かございませんか。

ないようですので、これで平成２８年度第５回教育委員会会議を閉会

します。

お疲れ様でした。



平成28年度第5回大分県教育委員会会議次第

日時 平成２８年６月７日（火）

１３：３５～１４：１０

場所 教育委員室

１ 開 会

２ 署名委員の指名

３ 議 題

（１）議 案

第１号議案 教職員の懲戒処分について

（２）報 告

①平成２８年度各文化施設の年間行事について

（３）協 議

①平成２９年度海事職採用選考の実施について

（４）その他

４ 閉 会
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